
““すずしすずしろ”によるによる物語る演劇物語る演劇シリーズシリーズ

彼の人の眠りは、徐かに覺めて行つた。彼の人の眠りは、徐かに覺めて行つた。

まつ黒い夜の中に、更に冷え壓するものゝ澱んでゐるなかに、まつ黒い夜の中に、更に冷え壓するものゝ澱んでゐるなかに、

目のあいて來るのを、覚えたのである。目のあいて來るのを、覚えたのである。

した　した　したした　した　した。（第一第一章）

全文を全文を語り・演じる／全５回

折口信夫折口信夫

初演初演「死者の書死者の書」の閾を越えるために原作に立ち返り、の閾を越えるために原作に立ち返り、

「語り」からから「劇」世界への可能性を提示す世界への可能性を提示する。あえてプロセスを公開し、。あえてプロセスを公開し、

観客のまなざしと共に観客のまなざしと共に、20172017 年1月の再演に向かう。月の再演に向かう。

2016年 /3 1（火）, /4 1（金）, /4 24（日）, /5 15（日）, /6 12（日）
各回：１,５００円、五回通し券：５,０００円　下北沢アレイホール

その壱 その弐 その参 その四 その五

山越阿弥陀図（当麻寺 極楽院）

いきいき



◎会　　場：下北沢アレイホール

◎入  場  料：各回 1,500 円（学生 1,000 円）
　　　　 　 五回通し券 5,000 円（学生 3,000 円）

「何とも名状の出来ぬ、こぐらかつたやうな夢をある朝見た。さうしてこれが「何とも名状の出来ぬ、こぐらかつたやうな夢をある朝見た。さうしてこれが
書いて見たかつたのだ。書いてゐる中に、夢の中の自分の身が、いつか、書いて見たかつたのだ。書いてゐる中に、夢の中の自分の身が、いつか、
中将姫中将姫の上になつてゐたのであつた」の上になつてゐたのであつた」 （折口信折口信夫『山越しの阿弥陀像の画因『山越しの阿弥陀像の画因』より）より）

◎企画制作：すずしろ
◎協　　力：宇佐美雅司／佐藤 照／丹下 一／
　　　　　 アトリエ花習／下北沢アレイホール
◎ご予約・お問い合わせ：すずしろ　TEL 090-9371-4318
　　　　　  FAX 0280-75-1090　　 suzushiro2010@gmail.com

演出：笠井賢一
出演：坪井美香　戸室加寿子　渡部美保　
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下北沢駅

７時開演

７時開演

 3時開演

 3時開演

 3時開演

さまざまな音が響き合う闇の洞窟からはじまり、あらゆるものが無限のさまざまな音が響き合う闇の洞窟からはじまり、あらゆるものが無限の
光の度合として拡散していく光の曼陀羅で終わるの度合として拡散していく光の曼陀羅で終わる『死者の書』は、『死者の書』は、
『古代研究『古代研究』のエッセンスを、一つ』のエッセンスを、一つの「劇」として昇華させたものである。の「劇」として昇華させたものである。             

（安藤礼安藤礼二『折口信夫̶後記 生命の劇場『折口信夫̶後記 生命の劇場』よりより）

＊お席に限りがございますので、ご予約をお願い致します。

安藤礼二 文芸評論家。『神々の闘争  折口信夫論』『光の曼陀羅』『折口信夫』（角川財
団学芸賞／サントリー財団学芸賞）など著作、受賞多数。多摩美術大学准教授
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東京都世田谷区北沢2-24-8
アレイビル3階 ℡03-3468-1086 
◯小田急線・京王井の頭線
「下北沢駅」北口より徒歩2分

第1章～第5章

第6章と安藤礼二氏によるトーク
「折口信夫と死者の書について」

第7章～第10章

第11章～第15章

第16章～第20章

その壱

その弐

その参

その四

その五

あらすじ

奈良の時代、ある彼岸中日のこと。仏説阿弥陀経の千部手写の念願を果たした藤原南家の姫・郎女が神隠しにあった。

二上山の男岳と女岳の間に落ちる日輪の中に、阿弥陀仏の尊き姿を目にし、魂が引き寄せられたのだ。

こう こう こう・・・姫の魂を呼び戻さんとする魂呼ばいの声。その声が、謀反の罪を着せられて殺され、二上山に

葬られた天武天皇の息子・大津皇子の魂を呼び起こしてしまう。

一方、姫は山の麓の当麻寺・女人禁制の万宝蔵院で見咎められ、その罪のあがないのために庵で日 を々過ごすことに

なった。古語を伝える語り部の一族が姫に物語る。

「大津皇子さまが死の刹那、ひと目見た美しき乙女・耳面刀自。その執心が時を経た今も残り、耳面刀自の血筋である郎女

様に向けられて、塚があるこの山に呼び寄せられたのだ」と。姫の夢に、俤人が現れた。憂いをもった目、あらわな白い肌。

季節はめぐり、秋分の日。入り日に、尊者の姿・・・なも、阿弥陀ほとけ─。

阿弥陀仏と俤人の幻が溶け合った。

おいとおしい　お寒かろうに。その身を覆ってあげたい。郎女は寝る間も惜しんで蓮糸で機を織り上げると、見守る

人びとの目にはそのまま数千の菩薩の浮き出た曼荼羅の姿となった。

いらつめ

ふること

みみものとじ

おもかげびと

1994年旗上げ。「ものがたる」ことを俳優の始原的な行為として捉え、古典の原文から現代小説まで、あらゆる言葉を

「読む」のではなく語ってきた。主な作品に『ふたりのイーダ』『冥土の飛脚』『古事記』など。

わざおぎ
【すずしろ】

＊各回共、開場は開演の２０分前
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